
 

 

 

 

 

 

 

 

きれいに整備された町が、どれくらいの期間をか

けて出来るのかご存知ですか？人々が暮らしやすい

環境を何十年も前から予測し、まちづくりに貢献し

ているのが建設コンサルタント会社です。 

建設コンサルタントとは、国土交通省の登録基準

に基づき登録された企業が、国や県、市町村などの

行政機関などに対し技術的な提案を行いながら、地

域の人たちとともにまちの未来を描いていく仕事で

す。 

須坂市内を流れる百々川の臥竜橋付近に、昭和 52

年創業の建設コンサルタント会社、地域総合計画が

あります。周辺は里山の景色が目に入り、色とりど

りの季節が感じられる場所です。社長の野平芳一さ

んは現在 67 歳。生まれ育った須坂市を深く愛する社

長です。 

 

   

 

 

 

●ふるさとに対する深い思い 

地元の大学で土木を専門に学んだ野平社長は、卒

業後、東京の大手コンサルタント会社に就職しまし

た。勤務して 2 年後、母親の死去により実家のある

須坂市に戻ってきました。 

「東京時代の会社とのつながりで業務を依頼され

たのがきっかけで、地元の須坂市で今の仕事をやっ

ていこうと会社を立ち上げました。昭和 62 年に国家

資格である技術士（建設部門・平成 14 年に総合技術

監理部門合格）を取得しました。ふるさと須坂市に

対する熱い思いが今の仕事にはあります」本当はダ

ム建設に関わる仕事をするのが夢だったと野平社長

は言います。豊かな自然に囲まれた須坂市で育った

からこそ描いた夢ではないでしょうか。 

 

●取り組んでいる事業内容 

都市計画の策定に至る 

までには、そこで暮らす 

住民との懇談会や説明会、 

アンケートなどの調査は 

欠かせません。実施後に 

データ化した結果は、技術提案する際の大切な資料

になります。この調査成果などのとりまとめでは活 

力ある若手が活躍 

しています。まち 

の将来像を提案す 

るには、収集した 

様々な資料から計 

画づくりや設計へと形にしていくチームワークが重

要になってきます。 

「主に官公庁から受託する仕事が中心です。道路

や河川の土木関係の設計や、バスなど公共交通網の

検討、将来にわたって暮らしやすいまちの姿を立案

する都市計画など人々の生活に密着した仕事をして

います。これまで長野県内の 19 市すべてのまちづく

りをお手伝いしてきました。今後も地域に役立つコ

ンサルティングをしていきたいです」野平社長は県

内の各地域を大切に思う気持ちを伝えてくれました。 

 

●Ｕターンで働く社員 

今、日本では地方の人口減少が大きな社会問題と
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なっています。時代の流れを見通しながら、いかに

住みやすい環境を作り出せるかが建設コンサルタン

トの課題です。 

若手社員の西澤貴文さん（28 歳）も自分のふるさ

との役に立ちたいと希望を持って働く一人です。 

「現在は都市計画事 

業部に在籍しています。 

策定資料のもとになる 

住民との懇談会やワー 

クショップ、調査関係 

などを担当していますが、とてもやりがいのある仕

事です。出身は長野市で首都圏の大学を卒業して U

ターンしてきました。首都圏で生活していても隣近

所の繋がりはなく「ただ住むだけの場所」という感

じでした。田舎は地域を広く見渡すことが出来ます

し、知りたいと思う場所も多いです。全国を巡って

まちを見るのも勉強になりますが、地方だとジワリ

ジワリとまちが変わっていくのが実感できます。い

つか自分が住む地域の役に立てることが夢です」西

澤さんは目に見える魅力ある仕事だと話してくれま

した。 

地域総合計画では I ターン者も積極的に受け入れ

ています。長野県外の状況を知ったうえで働くのは、

経験を生かしながら違った目線で仕事ができるので

はないかと期待しています。 

 

●大好きな町、須坂市 

地方には地域総合計画のような建設コンサルタン

ト登録事業所がそう多くはありません。地域総合計

画で働く社員には東京での経験を生かして U ターン

就職した方が多くいます。これまで学んだ技術やス

キルを生かせる職場が地元にあるというのは、地域

社会にとっても貴重な「人材の受け皿」と言えます。 

「大好きなふるさと須坂市をこれからも発展させ

ていきたい。住みやすいまちを目指す計画づくりは、

医者で言うと内科的な仕事です。『まち医者』として

働くことが私たちの使命であり、この会社はその診

療所であると思っています」野平社長は今後も大好

きな須坂市に貢献し続けたいと考えています。 

 

●社員の働き方と求める人材 

現在、地域総合計画では約 30 人の社員が働いてい

ます。若手とベテランが融合し、まちの将来像を実

現するため新しい提案を生み出しています。そこに

は 8 人の女性の活躍が大きく、会社の大きな支えと

なっています。土日祝日は基本的に休みですが、平

日に集まることが出来ない住民との懇談会や説明会

を休日に設けることもあります。時間外勤務は月あ

たり 15 時間程度で、この業界では比較的少ないとの

こと。業務上の必要性と休暇の取得をバランスよく

計画していくことで、より働きやすい環境づくりを

考えています。 

求める人材は「やる気のある人、まちづくりに興

味のある人です。まちに目を向けることができ、ま

ちづくりに思い入れのある人と一緒に働けたら嬉し

いです。移住者はこれまで違う地域で暮らしてきて

いるので、客観的にまちを見ることができる。その

ような視点は業務に活かせるのではないでしょうか。

また、これからのまちづくりは女性の視点も重要で、

女性が働きやすい職場環境づくりにも力を入れてい

きたい」と話してくれました。 

人口減少や少子高 

齢化により社会情勢 

が大きく変わりつあ 

る中で、社会のニー 

ズも変化していきます。建設コンサルタントの仕事

は、そこで暮らす人々の幸せを願う、未来への案内

人の役割も果たしているかもしれません。 

まちづくりに関わりたいと考えている方、須坂市

でまちの未来をデザインしてみてはいかがでしょう

か。 

（2018 年２月インタビュー） 
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